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平成２６年新年のご挨拶 

                   会長  針 本 久 則 

皆様、新年明けまして おめでとうございます。 

新しい年を迎え、会員の皆様には新たな目標を掲げられ、お進みのことと存じます。 

本年も役員一同会務に励む所存でおりますので、よろしくお願い申し上げます。 

法務局と共催の各種相談会では、相談員の皆様にたいへんお世話になっております。今後

とも、調査士制度の充実発展のために行事等への参加ご協力をよろしくお願いいたします。 

それでは、この紙面をお借りして、最新の情報をお知らせいたします。 

 

１ 本会の現状報告 

   会員の皆様のご協力をいだだき、役員一同、本年度の事業計画に基づいて会務及び事業を

執行しております。この詳細につきましては、５月２３日（金）にホテルオークラＪＲハウ

ステンボスで開催予定の定時総会でご報告いたしますので多数のご出席をお願いいたしま

す。 

 

（１）平成２６年１月１日現在の会員数は１９９名で、会員の平均年齢は５７歳です。 

さて、法務省がホームページで公開している土地家屋調査士試験についてみてみますと 

２３年度は、出願者数 ６３１０名 受験者数 ５０５６名 合格者数 ３９０名 

２４年度は、出願者数 ６１３６名 受験者数 ４９８８名 合格者数 ４１８名 

２５年度は、出願者数 ６０１７名 受験者数 ４７００名 合格者数 ４１２名 

このうち長崎会の合格者は、２３年度４名、２４年度３名、２５年度２名となっておりま

す。連合会では受験者の減少に歯止めをかけるべく「役立つ国家資格、未来へ前進、めざせ

土地家屋調査士」のポスターを、各市町村、高等学校、大学などへ配布しておりますので、

会員の皆様の母校などへの配布にご協力をお願いいたします。また、土地家屋調査士試験の

受験者を増やすためには、まず、現役調査士の私たちが魅力ある資格者であることが第一だ

と思います。 

 

（２）戸籍謄本・住民票の写し等職務上請求書 

旧様式は平成２５年７月９日以降使用できなくなっているので、旧様式をお使いの方は、

新様式を購入して使用してください。また、使用するだけの職務上請求書を携帯して、役所

で交付を受けるとなっておりますので戸籍謄本・住民票の写し等職務上請求書管理規定の遵

守をお願いいたします。 

 

２ 全国会長会議報告 

（１）９３条調査報告書 

９３条の調査報告書の改訂作業は、民事２課との協議をすすめている途中であり、調査報

告書作成ソフトの開発などの関係で、改訂の時期は来年度に限らないとのことです。 

（２）調査・測量実施要領 

調査・測量実施要領の改訂は、内容の全面的な改訂は行わず、筆界特定、ADR に関する調

測要領の追録を３月に配布する予定です。 

 



 

（３）日調連特定認証局移行スケジュール 

   現在の連合会が運営している認証局の運営費用を削減するために民間認証局への移行が

平成２５年度の連合会総会で承認されたのを受けて、セコムトラストシステムズと契約しま

した。 

  ①電子証明書の切替期間 平成26年 10月中旬から平成27年 2月末日 

  ②現在のICカードからファイルダウンロード方式になります。 

  ③発行手数料 10,000円（現行の未使用期間を考慮して減額があります） 

   次回会員研修会で詳細について説明いたします。また、ご自分の IC カードの有効期限を

ご確認ください。 

 

（４）土地家屋調査士特別研修 

   九州ブロックの受講者数は１９名（鹿児島会１名、福岡会５名、佐賀会１名、長崎会１名、

宮崎会９名、熊本会沖縄会０名）と、受講者数が少なく、基礎研修も福岡と宮崎での開催と

なりました。 

   ２月７日から基礎研修会が開催され、４月５日が考査の予定です。 

 

（５）不在地主の調査について 

連合会では、リーフレットを作成し、民事２課を通じて総務省固定資産税課に納税者情報

の提供を交渉しております。 

    

おわりに、第２回の研修会より、離島支部に対しｗｅｂ研修を実施しております。離島支

部の出席率が上がった割には、全体の出席率は今までと同じ５０％前後であります。特に島

原支部、長崎支部、諫早支部の出席率が悪いようです。私たちの資格制度がどういうものか

を、もう一度考えて頂き、是非研修会に出席するようお願いいたしまして、新年のご挨拶と

いたします。 



平成２６年を迎えて 

 

副会長（境界問題相談センター 

ながさきセンター長兼務） 大久保 昌 幸 

 

 新年あけましておめでとうございます。 

 会員の皆様には益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 また、日頃より本会の事業につきご理解とご協力をいただき心中より感謝申し上げます。 

 日調連主催の「全国一斉不動産表示登記無料相談会」や長崎地方法務局主催の「『境界ト

ラブル』法務局休日相談所」を初めその他の相談会の相談員として参加された会員の皆様

には本当にお疲れ様でございました。 

 平成２５年度も残り僅かとなりましたが、私担当の業務部、研修部、社会事業部および

境界問題相談センターながさきも事業計画に対しほぼ順調に達成しているところでありま

す。 

 さて各部の状況ですが、まず、業務部は事業計画を「調査・測量実施要領の研究」「境界

鑑定委員会の事業の推進」「オンライン登記申請制度の対応」「地域慣習の資料収集の研究」

の４項目ですが「「調査・測量実施要領の研究」については日調連より筆界特定および ADR

に関し追録が作成されたとのことですので発刊され次第皆様にお知らせしたいと思います。

「オンライン登記申請制度の対応」については、認証局移転に伴う IC カードの取り扱いに

ついて第２回研修会においてお知らせいたしました。「地域慣習の資料収集の研究」につい

ては、古い資料の収集方法とその保管について検討しているところであります。「境界鑑定

委員会の事業の推進」については、委員会のあり方について検討中であります。 

 次に、研修部ですが、全体研修会を年４回とし離島支部の皆さんの利便性を考慮しウェ

ブ配信により実施いたしました。第３回研修会では、配信を受ける側として皆さんには体

験していただきました。また、学校等における出前授業の支援の一環として講義のマニュ

アル化を検討しております。日調連の ADR 特別研修への参加者の募集や他会での研修会

のお知らせなども実施しております。 

 社会事業部につきましては、地図作成事業（１４条・地籍）に関する各地区の地図整備

事業の現状として長崎市地籍調査（Ｅ工程）約１.４ｋ㎡、約５,０００筆・佐世保市地籍調

査（Ｅ工程）約０.３８ｋ㎡、約１,２００筆・島原市地籍調査（Ｅ、Ｆ工程）約０.８３ｋ

㎡、約２.６００筆・佐世保市１４条地図作成事業（基準点作業、立会、細部測量）約０.

３５ｋ㎡、約１.８００筆が実施されております。公嘱協会の社員として携わっておられる

会員の皆さんにとって魅力ある業務となるよう公嘱協会と連携を図りながら支援していき

たいと思います。 

 境界問題相談センターながさきについては、会員の皆様および弁護士会を初め関係団体

のご協力に支えられ運営されているところであり感謝申し上げます。今後もなお一層、よ

りよい運営方法について検討していきたいと考えております。法務局の筆界特定制度との

連携についても、随時、法務局筆界特定室との協議を進めて参りたいと思います。いずれ

も、会員皆様の日常の業務に深く関わる部門ですので、各部の皆さんと連携し円滑な会務

が行えるよう努力していきたいと考えております。 

 最後に、平成２６年が会員皆様にとって良き年となりますようお祈り申し上げますと共

に、本会事業につき、ご理解とご協力の程宜しくお願い申し上げます。 



平成２６年新年のご挨拶 

副会長(財務部長兼務) 前 田 利 孝 

 

 

西暦 2014 年、平成 26 年を迎えました。長崎県土地家屋調査士会会員の皆様、関係 

各位の皆様、あけましておめでとうございます。 

昨年の定時総会におきまして副会長に選任いただき、総務部・財務部・広報部を担当

させていただいております。 

昨年はしばらく実施されなかった親睦旅行を企画し、募集を行ったところ、15 名の

会員・ご家族様にご参加いただきました。誠にありがとうございました。今年において

も引き続き何らかの形で実施したいと考えています。 

さて、世の中はアベノミクス効果でしょうか？また増税前の追い込みでしょうか？例

年より若干景気が良いような感じがしております。まだ集計は出ておりませんが、長崎

県の、また土地家屋調査士業界全体の受託件数・金額ともに伸びてきているのではない

でしょうか。 

このような状況下、総務・財務・広報担当として気になるのは、忙しさのあまり業務

への注意が損なわれないか、決められた調査事項を怠ったりしてはいないかということ

です。 

我々は専門家であり、それ故に様々な恩恵がある反面、専門家としての責任や倫理が

問われます。うっかりした、知らなかったでは済まされません。いつもであれば当然行

うべき注意点・調査事項を、つい忙しさにかまけて見落としたり疎かにならぬ様、いま

一度注意し、業務を行なっていただきたいと思います。 

今年も長崎県土地家屋調査士会会員の皆様、関係各位の皆様のご健康、ご多幸、各事 

務所のご繁栄を祈念いたします。 



相沢治典名誉会長の黄綬褒章受賞記念祝賀会報告 

 

                         広 報 部 

 

 

平成２５年５月に本会名誉会長の相沢治典氏が黄綬褒章を受章されました。この

受賞祝賀会が１１月３０日、長崎平安閣サンプリエールにおいて、日本土地家屋調

査士会連合会の林 千年会長、田上富久長崎市長のほか多数の来賓をお迎えして、

１００余名の出席者のもと盛大に開催されました。 

 祝賀会は、発起人の一人である大久保昌幸副会長の開会の言葉で始まり、発起人

代表 針本久則会長の挨拶のあと日調連 林 千年会長、田上富久長崎市長、全調

政連 八瀬渉一副会長の来賓祝辞に続き、来賓の紹介がされました。 

 その後、祝電披露、相沢治典氏の経歴紹介、花束贈呈、お祝い品並びに記念品の

贈呈に続き、受賞者の相沢治典氏が謝辞を述べられました。 

 続いて日調連 竹内八十二顧問の乾杯の発声により祝宴に移りました。余興では、

長崎吼獅会メンバーによる中国獅子舞、平戸支部会員の川尻修治氏による恒例のバ

ナナの叩き売りでおおいに盛り上がり、日調連 今村喜蔵元副会長の万歳三唱によ

り、盛会のうちに閉会しました。 

 相沢治典名誉会長本当におめでとうございます。 

 






